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二
〇
〇
七
年
三
月
五
日)

第
３
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

首
長
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
台
風
や
集
中
豪
雨
、
近
い
将
来
、
地
震
や
津
波

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
〝
災
害
大
県
〟
大
分
。
安
全
・
安
心
社
会
の
構

築
に
は
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
防
災
」
へ
の
取
り
組
み
が

欠
か
せ
な
い
。

　

首
長
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
「
防
災
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
聞

い
た
。

　
「
防
災
」
は
自
ら
と
家
族
の
生

命
、
財
産
を
守
る
こ
と
か
ら
、
住

民
同
士
が
意
識
を
共
有
し
、
考
え

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。
昨
年
五
月
、
防
火
管
理
者
の

資
格
を
取
得
し
、「
身
の
安
全
を

管
理
会
社
任
せ
に
し
て
い
る
の
は

よ
く
な
い
」
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
（
十
六
世
帯
）
に
働
き
掛

け
た
。

　

消
防
計
画
を
作
り
、
通
報
連
絡
、
避
難
誘
導
な
ど
四
班
で
構
成
す
る

自
衛
消
防
隊
の
設
置
を
管
理
組
合
に
提
案
し
、
了
承
さ
れ
た
。
月
一
回

の
自
主
点
検
な
ど
具
体
的
な
活
動
を
始
め
る
。
消
火
器
や
、
非
常
用
救

急
薬
品
を
購
入
す
る
費
用
は
、
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
負
担
し
た
。
三
月

に
は
初
め
て
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
慣
れ
な
い
こ
と
を
軌

道
に
乗
せ
る
に
は
三
年
ぐ
ら
い
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
ず
つ

実
績
を
つ
く
り
た
い
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
助
け
る
べ
き
人
、
助
け
て
く
れ
る
人
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
。
防
災
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
あ
い
さ
つ
程
度

だ
っ
た
住
民
相
互
の
関
係
が
変
わ
っ
た
。ち
ょ
っ
と
立
ち
話
を
し
た
り
、

家
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
お
年
寄
り
が
で
き
た
り
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
少
し
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
今
年
の
年
末
は
、
み
ん
な
で
忘

年
会
を
や
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
い
い
。

　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
憲
治
さ
ん
（
64
）　

少
し
ず
つ
意
識
に
変
化

大
分
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

  

の
防
火
管
理
者

明日を守る～防災立県めざして　p. 2



　

阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地

震
で
の
救
助
活
動
や
避
難
生
活
を

考
え
る
と
、
地
域
住
民
の
連
携
が

と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
だ
が
、
二
〇
〇
五
年

七
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
九
重
町

内
の
一
部
で
、
被
災
後
の
後
片
付

け
が
う
ま
く
で
き
な
い
地
域
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
被
害
が
出
る
と
、
地
域
の
人
々
や
親
せ
き
が
集
ま
り
、

み
ん
な
で
後
片
付
け
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
〇
五
年
の
集
中

豪
雨
で
、
町
内
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を
図
る
た
め
、
自
治
会
を
基
盤
と
し

て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
む
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

の
設
置
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
安
全
・
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
の
活
動
も
支
援
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
協
議
会
の
活
動
に
は
積
極
的
に
予
算
を
配

分
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連

携
も
必
要
だ
と
分
か
っ
た
。
今
後
は
災
害
時
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

と
も
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

た
り
、
送
り
出
し
て

い
き
た
い
。

　

安
心
・
安
全
な
町

づ
く
り
は
行
政
に
課

せ
ら
れ
た
重
要
な
課

題
。
自
分
の
命
は
自

分
で
、
自
分
の
地
域

は
地
域
で
守
る
と
い

う
意
識
を
広
げ
た

い
。

坂
本
和
昭
・
九
重
町
長　
「
き
ず
な
」
再
生
を
図
る

災害ボランティアの養成研修で、いざというときに備え、ロープの
結び方を学ぶ参加者（２月、大分市の日本赤十字社県支部）

明日を守る～防災立県めざして　p. 3



　

大
分
県
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ

る
。
わ
た
し
た
ち
が
誇
り
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
半
面
、
山
あ

り
、
深
い
谷
あ
り
、
大
き
な
川
あ

り
の
地
形
は
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、

地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
に
は
弱

い
。「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の

言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
自
治
体
と
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
防
災

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
行
政
は
「
防
災
」
を
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
河
川
改
修
、
道
路
や
砂
防
ダ
ム
の
整
備
、
護
岸
・
防
波
堤

の
強
化
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
避

難
勧
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
災
害
情
報
の
提
供
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
対
策
が
重
要
。
財
政
的
な
制
約
も
あ
り
、
緊
急
性
、
危

険
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先
度
を
付
け
て
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
、
早
期
に
復
旧
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
危
機
管
理
に
つ
い

て
十
分
に
訓
練
を
行
い
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
に

力
を
入
れ
た
い
。

　

地
域
で
は
、
共
助
の
基
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
薄
れ

つ
つ
あ
る
。
地
域
の
実
情
を
訴
え
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
へ

の
参
加
を
広
く
呼
び
掛
け
た
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
防
災
訓
練
の
実
施
、
消
防
団
組
織
の
維
持
な
ど

を
支
援
し
、地
域
の
活
力
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

都
市
部
で
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
協
力
関
係
を
つ
く
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

県
内
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
68
％
で
、
特
に
木
造
住
宅
の
耐

震
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
民
へ
の
啓
発
と
と
も
に
、
県
と
し
て
比
較
的
簡
単
に
で
き

る
耐
震
補
強
方
法
を
研
究
、
開
発
し
た
い
。
市
町
村
と
力
を
合

わ
せ
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
少
し
で
も
補
助
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

広
瀬
勝
貞
・
県
知
事　

危
機
管
理
を
万
全
に
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風
水
害
へ
の
対
応
の
中
心
と
な

る
の
は
第
一
に
市
役
所
。
ま
ず
職

員
が
し
っ
か
り
と
し
た
意
識
を
持

ち
、
防
災
の
初
動
態
勢
を
取
る
こ

と
が
、
消
防
署
や
学
校
、
地
域
な

ど
を
動
か
す
た
め
に
最
も
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。

　

市
役
所
は
地
域
を
支
え
る
〝
青
年
団
組
織
〟
で
も
あ
る
。
何

か
あ
っ
た
と
き
、
み
ん
な
で
被
災
現
場
に
駆
け
付
け
、
率
先
し

て
力
仕
事
を
す
る
市
役
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
百
五
十

人
の
職
員
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
少
々
の
被
害
な
ら
何
と
か
乗

り
切
れ
る
と
思
う
。
誰
か
が
加
勢
を
始
め
る
と
、
地
域
住
民
の

動
き
も
活
発
に
な
っ
て
く
る
。

　

臼
杵
市
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
は
、
突
然
襲
っ
て
く
る
津
波

へ
の
対
応
だ
。
救
援
が
来
る
ま
で
の
二
、三
日
を
安
全
に
し
の

げ
る
よ
う
、
食
料
や
飲
料
水
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
毎
年
少
し

ず
つ
備
蓄
し
て
い
る
。
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

検
討
中
で
、
体
制
が
で
き
れ
ば
、
避
難
訓
練
だ
け
は
怠
っ
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

備
蓄
は
そ
れ
ほ
ど
お
金
が
掛
か
る
も
の
で
は
な
い
。
財
政
が

厳
し
い
と
は
い
え
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
こ
と
に
お

金
を
掛
け
る
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
市
民
の
た
め
の
備
蓄

で
あ
る
と
同
時
に
、
市
外
の
被
災
地
救
援
の
た
め
の
備
蓄
で
も

あ
る
。

　

昨
年
九
月
の
突
風
被
害
を
受
け
、
市
は
独
自
の
被
災
者
支
援

制
度
を
つ
く
っ
た
。
市
町
村
は
何
も
し
な
い
で
、
国
や
県
の
支

援
制
度
の
適
用
を
待
つ
と
い
う
、
今
ま
で
の
常
識
で
は
、
自
治

体
の
責
務
で
あ
る
住
民
の
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
。
前
例
を
探
し

た
り
、
ほ
か
の
市
町
村
に
配
慮
し
て
い
た
ら
、
動
き
が
取
れ
な

く
な
る
。

　

国
は
全
国
的
に
同
じ
基
準
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
住
民
の
生
命
、
財
産
を
あ
ず
か
る
の
は
ま
ず
市
町
村
。

臼
杵
市
の
問
題
に
対
応
で
き
る
の
は
臼
杵
市
だ
と
考
え
て
い

る
。 後

藤
国
利
・
臼
杵
市
長　

初
動
態
勢
が
最
も
大
事

明日を守る～防災立県めざして　p. 5



　

昨
年
、
天
瀬
支
団
第
十
一
分
団

が
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
た
。
旧
天
瀬
町
時
代
を

含
め
て
、
初
の
快
挙
。
近
年
、
団

員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
だ
け

に
、
意
義
深
い
成
果
だ
。

　

こ
こ
十
年
ほ
ど
、
分
団
で
定
員

割
れ
の
事
態
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
は
第
十
一
分
団
も
例
外
で

は
な
く
、
定
員
二
十
五
人
に
対
し
て
三
人
が
不
足
し
て
い
る
。

　

昔
は
「
消
防
団
に
入
れ
ば
酒
飲
み
が
あ
る
し
」
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で

入
団
し
て
い
た
。
だ
が
、
今
の
若
者
は
団
の
規
律
に
抵
抗
を
感
じ
る
の

か
、
勧
誘
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
人
員
不
足
か
ら
「
合
併
し
た
い
」
と

い
う
分
団
も
出
て
き
た
。
地
区
の
青
年
団
活
動
が
失
わ
れ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
。

　

市
町
村
合
併
で
消
防
団
へ
の
助
成
が
減
っ
た
ほ
か
、
訓
練
も
簡
素
化

の
傾
向
に
あ
り
、
将
来
の
防
災
体
制
が
心
配
だ
。
新
た
な
団
員
を
確
保

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
の
協
力
が
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が

本
音
だ
が
…
。

　

中
山
間
地
は
農

林
業
の
衰
退
で
山

林
、
農
地
が
荒
廃

し
て
い
る
。
頻
度

が
増
し
た
記
録
的

な
大
雨
に
よ
る
土

石
流
、
集
落
の
孤

立
と
い
っ
た
事
態

に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

優
秀
な
指
導
員

が
育
ち
、
町
全
体

の
消
防
団
強
化
に

貢
献
し
て
く
れ
る

こ
と
を
強
く
願
っ

て
い
る
。

　
　
　
　

  

安
達  

豊
彦
さ
ん
（
59
）　

団
員
確
保
に
協
力
し
て

日
田
市
消
防
団

　
　

天
瀬
支
団
長

災害ボランティアの養成研修で、いざというときに備え、ロープの結び方
を学ぶ参加者（２月、大分市の日本赤十字社県支部）

明日を守る～防災立県めざして　p. 6



地
域
の
防
災
力
へ
の
不
安

             

７
割
超
が
「
感
じ
る
」

●
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト

多
い
」
が
最
も
多
か
っ
た
。「
危
機
意
識

が
薄
く
、
啓
発
が
必
要
」「
防
災
資
機
材
、

備
蓄
が
不
十
分
」
の
声
も
。

　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

十
六
人
が
住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
、
日

ご
ろ
か
ら
の
付
き
合
い
が
必
要
と
指
摘
。

十
三
人
が
高
齢
者
や
障
害
者
の
把
握
と

い
っ
た
要
援
護
者
対
策
を
挙
げ
た
。
あ
る

男
性
（
８
４
）
は
「
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け

た
く
な
い
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
見
捨
て

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
記
し
た
。

　
「
防
災
教
育
が
大
切
」「
消
防
署
Ｏ
Ｂ
の

活
用
を
」「
避
難
所
の
建
物
や
避
難
路
の

安
全
性
を
見
直
す
べ
き
だ
」
と
の
提
言
も

あ
っ
た
。

　
「
災
害
時
、
あ
る
程
度
は
地
域
で
助
け

合
え
る
と
思
う
が
、
大
丈
夫
か
ど
う
か
。

現
実
に
は
不
安
が
あ
る
」
―
。
公
開
シ
ン

ポ
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
五
十
七
人

が
回
答
）
で
、
半
数
以
上
が
こ
う
考
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と
、
七
割
を
超
え

る
人
が
地
域
の
防
災
力
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
「
十
分
に
訓
練
を
し

て
い
な
い
」「
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が

　

県
内
は
災
害
時
に
孤
立
す
る
恐

れ
が
あ
る
集
落
が
全
国
で
二
番
目

に
多
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
自
主

避
難
を
す
る
た
め
に
も
、
一
人
一

人
が
自
立
的
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
だ
が
、
自
主
防
災
活
動

の
参
加
者
の
多
く
は
高
齢
者
層
。

も
っ
と
自
助
・
共
助
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
、
主
婦
な
ど
、
こ
れ
ま
で
防
災
活
動
に
顔
を
出

さ
な
か
っ
た
人
々
の
動
機
づ
け
を
し
て
、
次
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え

て
い
る
。

　

避
難
誘
導
の
標
識
や
起
震
車
な
ど
、
行
政
な
ど
が
整

備
し
た
ハ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
県
民
の
務
め
で

は
な
か
ろ
う
か
。
見
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
で
避
難
路
を
通
る
な
ど
し
て
、
暮
ら
し

の
中
に
取
り
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。

　

防
災
の
主
人
公
は
自
分
自
身
。
考
え
、
話
し
合
い
、

体
を
動
か
し
て
、
能
動
的
に
防
災
に
向
き
合
っ
て
ほ
し

い
。
被
害
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
運
で
は
な
い
。
防
災

へ
の
取
り
組
み
は
、
被
災
す
る
確
率
を
下
げ
る
た
め
の

備
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

 　
　

   

杉
浦  

敦
彦
さ
ん
（
43
）　
「
主
人
公
」
は
自
分
自
身

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
県
防
災
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー　

専
務
理
事

【県防災活動支援センター】防災協働社会の実現や減災
文化の創造を目指し、2005 年 9月に発足。防災講話、
図上防災訓練、避難誘導標識の設置などに取り組む。
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別府
大学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上げた
インターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一
環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくうえで重要
な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公開します。そして、

読者からの指摘・追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発
展を図っていきたいと願っています。情報があれば、ぜひ NAN-
NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「明日を守る～防災立県めざして」以外
にもデジタルブック等をホームページで公開しています。イン
ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、ホーム
ページが立ち上がります。まずは、クリック！！！

別 府 大 学

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「明日を守る～防災立県めざして」　第 46 回
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2006 年１月 1 日～ 2007 年 3 月 5 日）

《デジタル版》
 2012 年 6 月 15 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「明日を守る」について
　「明日を守る」は、大分合同新聞社が創刊 120 周年記念事
業として大分大学と立ち上げた共同プロジェクトの一環で、
2006 年１月から翌３月まで、同紙朝刊に掲載した連載記事。
今回、デジタルブックとして再構成し、公開する。登場人物
の年齢をはじめ文中の記述内容は、新聞連載時のもの。
2011 年８月５日　  　　　 　　　　           NAN-NAN 事務局
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http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
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